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2017年11月18日（土）
戦略的人材マネジメント研究会のアジェンダ

15:00-15:20 戦略的人材マネジメント研究会：初参加の方のみ、自己紹介

15:20-17:30 SHRM e-learning Libraryの総合分析から、何を学んだのか？

Evidence-based HR、ミレニアル・Z世代の特性と対策、エンゲージメント対策

とタレントマネジメント、タレント開発６段階説 他

報告者：JSHRM執行役員 石川 洋 （株式会社スマートビジョン）

Future of HR and Work、５つのグローバルトレンド、世代のシフトとは？

報告者：SHRM SCP HRプロ 松下 尚史（日本初のSHRM SCP取得者）

17:30-18:00 自由討議：これからの日本の人材マネジメントのあるべき姿

18:00-18:10 今後の予定
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本日のアジェンダ(石川報告分のみ)

1. SHRM e-learning library とは？
 SHRM e-learning libraryの主な対象者

 注目のセッション
 Engaging the workforce of the future（SHRM2017)

 Building the ROI that employee engagement drives business results (SHRM2017)

 Money ball for the talent function (SHRM2017)

 Executive succession planning (SHRM2017)

 The Future of talent development (TM2017)

 The innovator: The employee you most need (SHRM2017)

 Get on the road to a successful mentoring program (TM2017)

 Influencing others: 8 steps to get results (SHRM2017)

 Top 10 workplace trends for 2017 (SHRM2017)

 Building a world class HR organization (SHRM2017)

 HR metrics that matter, Learn to drive sustainable Business process (SHRM2017)

 Big data in employment (SHRM2017)

 People analytics at Google (Google,YouTube)

 Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR（SHRM2017)

2. 日本企業のグローバル人財マネジメントが目指すべき姿とは？
 日本企業が学ぶべき、これからの人財マネジメントとは？

 当社の推進する人財マネジメント支援サービスの基本７方針
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1．SHRM e-learning library  
で学べるものとは？

 SHRM Annual Conference & Exposition JUNE 2017

 SHRM Employment Law & Legislative Conference  MARCH 2017

 SHRM Talent Management Conference & Exposition  APRIL 2017

 SHRM Diversity & Inclusion Conference & Exposition  OCTOBER 2017

 SHRM Live2017 （SHRMのWebinar)

他、過去５年間、計５００セッションを収録
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SHRM e-learning libraryの選択の特徴

1. 視聴可能対象者：コンファレンスに参加出来なかった会員にも拡大
 SHRM Certification認定者、HRCI認定者の更新用として必要なもの

 まだ、SHRMコンファレンスに参加していない潜在顧客へのサービスにもなる

2. SHRM e-learning Libraryの収録範囲
 本格的にはSHRM2016年次総会から収録開始

 SHRM年次総会が中心で、TMやEmploymentコンファレンスは付け足し

 SHRM2013/2014/2015は、多少のセッションが含まれている。

 基調講演は含まれていない

 毎年非常に似た発表をする人には、最新版のものを割愛している

 SHRMの他のコンファレンスで同様の発表をしている場合、これも割愛している

3. 収録方法とクイズへの回答方法
 メガ・セッションは、映像も含めて、収録しているが、その他は、スライドと音声のみ

 セッション中の映像デモは、そのまま見ることが可能。

 クイズに答えて、６０％以上正解で、単位がもらえるので、認定の更新に使える。

 一度で、合格できなくても、どこが間違っていたかの確認は可能で、何回か挑戦するこ
とで、１００％正解は可能。最大試行回数は、１０回。

 配布資料をきちんと見ていれば、回答できるレベルなので、挑戦すると良い。
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人事総務必携15項目による分類
1. Strategic Business Partners/Strategic Business Leader

2. Generation and genders issues

3. Engagement, Motivation, Recognition

4. Performance management, Performance review, Feedback

5. Talent management, Talent acquisition, Employment Branding

6. Total rewards, Compensation, Benefit, Incentive

7. Innovation, Culture, Change

8. Leadership, Team work , Team player

9. Learning & Development, Training, Career development

10.Workflow management, Personal & Business issue, Influence

11. How to solve Workplace issues: Conflict, Harassment, EEO

12.Global HR, Global mindset, Global M&A

13.Diversity and inclusion, CSR, Competency

14.HR Metrics, HR Analytics, People Analytics, Big data 

15.経営幹部になるための鉄則、進化系のHR、new HR trends
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SHRM e-learning library 注目のセッション（1）
Strategic Business Partner, Strategic Business Leader

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 The CHRO Perspective: How the 

Best Make It Happen!

Tim Young 他３名 America’s leading Chief Human Resource Officersが行う
４名の成功話しを聞くパネルセッション、

SHRM2017 Finding Focus, Perspective & 
Purpose in a Distracting World

Jon Petz, former Vice 
President 

仕事の目的を情熱的に述べるには、なぜそれが必要なのか、
Goal and objectivesであり、それが実現した時のインパクト
の大きさだ。

SHRM2017 The Three Influential Roles of 
HR When it Comes to Strategy

Michael Wilkinson, Managing 
director, Leadership 
Strategies

戦略計画の１０の問題点をどう克服するのか、戦略的計画の
フレームワークを構築して、それを解決するためのHRの３つ
の重要な役割を考えます。

SHRM2017 The Top Five Secrets to 

Managing an HR Department of 

One

Amanda Haddaway, 
SHRM-SCP, Managing 
director, HR Answerbox

HRプロとして活躍するための基本概念を分かりやすく説明す
るセッション

SHRM2017 The Value of SHRM 

Certification

Alexander Alonso, Ph.D., 
SHRM-SCP, Senior vice 
president, Knowledge 
Development, SHRM

SHRM Body of Competency and Knowledgeの基本、何故
SHRM HRプロ認定が重要なのかをしることができるセッ
ションです。

SHRM2017 Getting The C-Suite’s Attention: 

Seven Strategies For 

Transforming From HR Leader 

to Business Leader

Jennifer McClure, 
President, Unbridled 
Talent, LLC

このセッションでは、経営幹部の注目を集めるにはどう
すべきなのか考える。①大風呂敷の大きなピクチャーを
言う、②問題解決した話しをする、③重要人物の意思決
定にどれだけ影響を与えたかを話す。

SHRM2017 Control the Chaos: Four Steps 

to Excelling as an HR 

Department of One

Lori Kleiman, SHRM-SCP, 
President , HR Topics

HRプロとして、戦略的立ち位置をどう決めるのか、優
先順位をどう決めるのか、ベンダーはどう選ぶのか、管
理の負荷を下げるための技術とは？

SHRM2017 Make HR a Strategic Weapon 

for Your Organization: An 

Evidence-Based Approach to 

HR

David Almeda, Vice 
president, Kronos Inc.
Kristein Brown, Kronos
Inc.

このセションでは、evidence-based HR approach
/strategyにて、良い決断するには、どうすべきかを考
えます。これにより、HRの信頼性を高めることができ
るのかです。

SHRM2016 How workplace culture can 

drive Business results?

David Almeda, 
VP, Kronos Inc.

Workplace culture が如何に、企業の成功に欠かせな
いのか、従業員エンゲージメントとの関連を検証する
セッション。これも戦略的取組になる。
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SHRM e-learning library 注目のセッション（２）
Generation and Gender issues

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 Engaging the Workforce of 
the Future: The Emergence 
of Generation Z

Jim Link, Chief HR officer, 
North America , Randstad
North America

Z世代の若者をどう活かすことができるのかを考えるセッション。
Z世代の対処方は、Y世代（ミレニアル）同様に重要になってい
こう。

SHRM2017 I'm Your Next CEO – Deal 
With It: When Millennials
Become the Boss

Margaret P. Spence, 
President/CEO, C. Douglas 
& Associates, Inc

ミレニアル世代があなたのボスになったら、どうしますか？
ミレニアル世代の道案内人として、同滞欧すべきかを考える
セッションです。

SHRM2017 30 Under 30: SHRM Award-
Winners Share How to 
Attract & Retain Millennials

Tony Lee, Vice president, 
Editorial, SHRM

HR Magazineによるミレニアル世代に魅力的な職場調査で、取
り上げられた３０事例の中から、４名に参加頂き、パネル討議
するもの。

SHRM2017 Changing Landscape of the 
Workplace: Motivating, 
Managing & Mentoring 
Multi-Generations

Scott Lesnick, President, 
Jazzdog Enterprises

職場にいる５世代の人財の維持と生産性の改善には、どう対処
すべきかを考えるセッションです。その中には、公式、非公式
のメンタリング プログラムの効果的な進め方が実施され、成果
を納めた。

SHRM2017
SHRM2016

How to Support Your 
Transgender Employees: An 
Update from Intel 
Corporation

Keith Epstein, SHRM-SCP, 
HR legal representative, Intel 
Corp

インテル社のLGBTに対する対応は、進んでいる。特に性転換
した従業員に対する対応だ。

SHRM2017 EXECUTIVE EXCHANGE: 
Gallup’s Strategies for 
Engaging Millennials and 
Women

Matt Mosser, Chief Talent 
Officer for Gallup

マットは、Talent resource, L&D, Organizational 
Performance Consultingを担当する経営幹部で、Knowledge 
workersと将来のリーダーの橋渡しをしている。今回は、ミレ
ニアルと女性に焦点をおいた研究の成果を発表するもの

SHRM2017 The Great Generational 
Shift: Preparing For The 
Emerging Post-Boomer 
Workforce

Bruce Tulgan, Founder and 
chairman, 
RainmakerThinking, Inc.

４世代の人財が協力して仕事をする職場環境はどうしたらでき
るのか、各世代に対する心配りをどうするのか、共通のグラン
ドをどう構築して、互いに支援していくのか、現在行っている
採用、訓練、人財開発、報奨、人財維持活動をどう見直すべき
かを考えます。

SHRM2017 Women Still Need Pioneers: 
Championing Women into 
C-Suite Leadership

Margaret P. Spence, 
President/CEO, C. Douglas 
& Associates, Inc

女性幹部の養成には、どのような配慮が必要になるのか、従来
のキャリアの考え方、リーダーシップ開発等の視点で考える
セッションです。
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若い世代の要望にあった待遇や
より柔軟な職場環境が、一層重要になる時代！

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 9

少子化の影響で教育費が上昇、
そのしわ寄せが若い世代に顕著に現れている

奨学金の返済義務のストレス増大

将来不安から、節約志向にな
り、給与やキャリアを得るた
めの職場の柔軟性が重要に

Source: Engaging the workforce of the future, SHRM 2017   



自己解決能力が不足ぎみの新世代には、積極的
な支援策を講じないと離職の危険が伴う

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 10

ミレニアル世代は、ストレスを自分
で解消するのが難しくなっている

５８％以上のZ世代は、自分
の将来を心配している

Source: Engaging the workforce of the future, SHRM 2017   



Z世代／ミレニアル世代の３０％近くは、
2-4年以内に転職する可能性が高い！

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 11Source: Engaging the workforce of the future, SHRM 2017   



これからの世代は、評価ではなく、
日頃のフィードバックを求めている

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 12Source: Engaging the workforce of the future, SHRM 2017   



Digital nativesのZ世代には、

「技術」という優れた第五の能力がある

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 13

臭力の替わりに、
Digital Nativesとしての

優れた才能が光るZ世代

Source: Engaging the workforce of the future, SHRM 2017   



これからは、オンラインに参加せねば、
存在を認められなくなる！

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 14Source: Engaging the workforce of the future, SHRM 2017   



まとめ：Z/Y世代の特性とその対策

 2017年には、ミレニアル世代の１/4がマネジメントの役割を果たすことになるが、個人的
／感情的スキル(EIスキル)が欠如していると言われる

 コンフリクト対策、交渉、世代の違う人との対処方法等のマネジメント力が不足、

 グローバル感覚がすぐれ、2020年には、欧米諸国より、中国／インド／ロシアに関心を示
す

 Z世代は、多様な意見を取り入れ、社会の変動に敏感、テロを懸念し、世界の変革に興味を示す

 鋭い技術感覚が、彼らの五感として備わる様に（臭覚より、優れた技術感覚）

 これを理解できないマネジャー世代との意識の食い違いが拡大する

 上司からの情報より、SMSを通して、仕事仲間とのやりとりや協力関係を重視

 年一の評価より、マネジャーやメンターとの日頃からのフィードバックを求める傾向

 上から目線の人事評価から、人材育成を目指したタレント・レビューに転換

 職場での協働環境を構築できた企業が勝ち組になる時代

 ４６％のZ世代は、自分の奨学金が返せるかどうかが心配

 2020年から始まる職場でのCollaboration革命の主役は、Z世代に！

 日本の働き方改革の多くは、残業の削減だが、欧米企業での働き方改革は、社内外での働き方であ
り、最新のIT環境の整備に裏打ちされて、社員に拘らないUberizationの動きも含めた改革を目指し
ている

 従い、オンライン コミュニケーションになじまない経営幹部やマネジャーは、取り残されることに

 ミレニアル世代(25%)，Z世代(29%)は、2〜4年で転職する可能性が高い

 メンタリング プログラムやタレント・マネジメントの必要性が更に高まる
Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 15Source: Engaging the workforce of the future, SHRM 2017   



SHRM e-learning library 注目のセッション（3）

Engagement, Motivation, Recognition

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 Building a WOW Recognition 
Culture

Mike Byam, Managing 
partner, Terryberry Company

すごいと思わせることで、エンゲージメント、生産性、利益
性の改善につながる

SHRM2017 Unpacking The Reasonable 
Accommodations 
Conversation: Achieving 
Win/Win Outcomes

Deborah Dagit, Vice 
president and global chief 
diversity officer, Merck

エンゲージメントの中で重要な要素は、インタービューの中
において、accommodationすることです。互いにWin win
となる関係をどう構築するかを考えるセッションです。

SHRM2017 The Drama Quotient Cy Wakeman, Cy Wakeman, 
Inc.

エンゲージメントに効果がある手法としてあるのが、ドラマ
の活用です。よくケース スタディーが効果があると言われ
ますが、それより効果があるのがドラマの活用だというもの。

SHRM2017 Making a Difference: A Matter 
of Purpose, Passion and Pride

Steve Gilliland, CSP, CPAE, 
Best-selling author & 
speaker, Steve Gilliland, Inc.

目的、情熱、誇りにより、どれだけモチベーションがあがる
のかを考えます。その結果、コミュニケーションが改善し、
生産性が向上、職場も活性化します。

SHRM2017 Getting the Most from Your 
Workforce: Investing in 
Employees to Improve 
Productivity

Elizabeth Incze, Vice 
president, Aetna Group 
Insurance

どうしたら職場のエンゲージメントと生産性を高められるの
かを考えるセッション。その手法として、ベネフィットや一
種のツールを活用している事例を紹介する。

SHRM2017 Simple Truths of Appreciation 
and Recognition: 
Low-Cost or No-Cost Ideas to 
Keep Employees Engaged

Barbara Glanz, CSP, CPAE, 
President, 
Communications Inc.

６５％の米国の従業員は、彼らの仕事に感謝されたことがな
いという。感謝を示す１０の真実、従業員を幸せにするため
の１２の秘密を紹介するセッション。

SHRM2017 Creating Real Employee 
Engagement Without 
Spending a Dime

Karlyn Borysenko , Principal, 
Zen Workplace

心理学的手法で、エンゲージメントを改善できるというセッ
ション。

SHRM2017 Building the for ROI that 
Employee Engagement drives 
business results

Bob Kelleher, The Employee 
Engagement Group

従業員エンゲージメントの専門家が、エンゲージメントを改
善することで、結果に結びついた事例を紹介する注目のセッ
ション。

SHRM2015 Who should be accountable for 
engagement & retention?

Dick Finnegan  
C-suite Analytics

エンゲージメントとリテンションを高めるため何をすべきか
という調査に基づき、報告するものです。また、離職率の金
銭的な価値がどれだけあるか示したものでもあります。

TM2017 Components of engagement
How to cultivate a culture of 
employee engagement

Mary Gormandy White,
M.A. SHRM-SCP 
MTI Business solution 

本セッションを受けると、エンゲージメントと企業風土の関
係性を考え、これを引き出すためのリーダーシップやマネジ
メントとの関係性を考えます。

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 出典：SHRM2017 Conferenceのサイトから検索して、作成
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エンゲージメントとは、従業員の可能性を解き放っ
て、高いパフォーマンスに引き上げる支援をすること

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 17Source: Building the ROI that employee Engagement drives business results, SHRM 2017   



自己満足ではなく、組織を成功に導けるかが鍵だ！ そ
の鍵を握るのは、マネジャーだ！

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 18Source: Building the ROI that employee Engagement drives business results, SHRM 2017   



エンゲージメントを高める２つのドライバー

 説明責任のポイント
 仕事の優先順位を明確にせよ

 自分のパフォーマンスを話す機
会をキチンと持つこと

 どんなタイプの質問にも対応で
きる準備をする

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 19

 同情を示す時のポイント
 相手の好奇心や情熱に同情せよ

 好奇心と情熱のある人材を雇え

 ソフトスキル開発に焦点をあて
て育てよ

 勉強会、インフォーマルな議論
の場をつくる

Source: Building the ROI that employee Engagement drives business results, SHRM 2017   



良きマネジャー／メンターの存在が鍵に！

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 20

 エンゲージメントを高めるためにリーダーがなすべきことは？
 将来の明確ビジョンを示せ

 組織での信頼を構築せよ

 従業員を決定に関与させよ

 会社の価値観（バリュー）へのコミットメントを引出せ

 スタッフへのフィードバックを日頃からキチンと行え

 エンゲージメントの意識を高める基本事項
 従業員のゴールと業務上の優先順位の整合性をとれ

 従業員のキャリアパスに焦点を絞って、人材開発の機会をつくれ

 組織のコア・バリューと基本的な使命を知らしめよ

 会社との相互のコミュニケーションと協働関係を改善せよ

Source: Building the ROI that employee Engagement drives business results, SHRM 2017   



エンゲージメント対策の一貫としての
タレント・マネジメント

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 21Source: Building the ROI that employee Engagement drives business results, SHRM 2017   

特に、２−３年で転職を考えてい
る優秀若手人材が多い現実から、
新たな挑戦の機会を提供しない
と人材を失う可能性が高い！

マッキンゼーで使われる
９Boxでは、緑色の人材は、
Starと呼ばれ、より挑戦的な
機会を提供するプログラムを
提供するのが得策と考えてい
ます。
これは、タレント・マネジメ
ントと呼ばれ、エンゲージメ
ント対策の一貫でもあります。



SHRM e-learning library 注目のセッション（4）
Performance management, Performance review, feedback

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 Managing Poor 
Performance in a World 
Without Ratings

Kristyn Plunkett, Applied social 
scientist , Department of Defense

国防省でも、パフォーマンス・マネジメントでのラン
クづけ廃止が進んでいるが、そのなかでも、Poor 
performer対策がその鍵を握っている。フィードバッ
クアプリの活用等を通して、早めの修正を試みている

SHRM2017 Agile and Rating-Free 
Performance Management 
in Asia: Lessons Learned 
from a Multi-Country 
Comparison

Jun Kabigting, MBA/MSIE, Chief 
community officer/managing director, 
The Japan HR Society
Workplace Application:

日本、インド、中国で、実施されているランクづけを
しないPM手法を紹介するセッション。ランクづけ無し
のPM手法の課題は何かを紹介し、その対策を聞ける
セッション。

SHRM2017 Logitech's Approach to 
Sustained Behavior Change 
with Scalable Enterprise 
Coaching

Alexi Robicheux, CEO & co-founder, 
BetterUp

中間管理職の意識改革プロジェクトで、BetterUp’s
mobile coaching platformを活用して、どんな効果を
発揮できたかを考えるセッション。この中では、ROI
分析も試みたので、参考にしたい。

SHRM2017 Creating a Coaching Culture Erin Barfels, Chief human resources 
officer, ARAG

コーチングは、Poor performer用に使うものとの意識
が一部にある。メンバーの支援をするのを当然の活動
だと意識改革する必要がある。このセッションでは、
コーチングを企業内に定着させる試みを紹介する。

SHRM2017 The Good, Bad & Ugly: 
Creating a Culture of 
Feedback

Jennifer Lee, Director of Learning 
and Development, JB Training 
Solutions

欧米企業でもフィードバックをする企業風土を根付か
せるのに苦労しているのが現状であり、まず最初にこ
の意識改革をどう進めるのかを考えるセッション。

SHRM2017 Ditch the Performance 
Evaluation Tool? Let’s Talk 
Leading Instead of Managing 
Performance

Lepora Menefee, SHRM-SCP, Senior 
director, Talent Management, 
Equifax

NextGenには、どんな対応が必要になるかを分析した
もので、密度の濃い内容。特に、１０の指針や、PM熟
成モデルは、大変参考になる情報で、必見のセッショ
ン。

SHRM2016 Performance Conversations: 

Synaptics Approach to 

Simplified, Ratingless

Performance Management

Edie Goldberg, Ph.D., President & 

founder, E. L. Goldberg & Associates

Karen Gaydon, Chief human 

resources officer, Synaptics Inc.

シナプティクスの活用による、簡単でレーティングが
不要なパフォーマンス マネジメント手法を紹介。アジ
ア地域での導入が50％という。

SHRM Live Transforming Performance 
Management One company 
at a time

Elizabeth,Larson, 
SHRM Foundation,
Bettina Deynes,VP of SHRM

SHRM Liveの特集で、３者会談の形でPMｗｐ議論し
たもの。上から目線から、従業員中心への胆管が重用
で、PM 熟成モデルが参考になる

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 出典：SHRM2017 Conferenceのサイトから検索して、作成
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SHRM e-learning library 注目のセッション（5）
Talent management, Talent Acquisition, Branding

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 Money Ball for the Talent 

Function: It’s Time to Change 

Your “Game”

Mark S. Fogel , CEO & co-

founder, Human Capital 3.0

野球の人材採用で主流になりつつある手法が、一般企業でも、

活用されつつある。全産業で重視された能力は、もはや重視さ

れず、隠れた才能を見出し、それを評価する傾向。さらには、

候補者を成功に導く、視点を見つけ出す事が重視されている。

SHRM2017 Executive succession 

planning: Taking the 

perspective of CEO and Board

of Director

M. Terri Hartwell, Easter APQC 調査では、十分な才能を備えたリーダーは、わずか

14%しかいないという。本セッションでは、多くの企業では、

どのように後継CEOやBODを選んでいるのか、現在の組織能

力をどう分析すべきなのかを考えます。

SHRM2017 Disrupt HR! Approaching HR, 

Talent Acquisition (& Your 

Career) in a Whole New Way

Jennifer McClure, President, 

Unbridled Talent, LLC

本セッションでは、新しい採用法とは、仕事に大変革を促す人

財維持手法、リーダーシップ開発に関して、考えます。長期的

な大きな絵を念頭に、HRの戦略的計画を会社のビジネス計画

と整合性をとる方法を考えます。

SHRM2017 EXECUTIVE EXCHANGE: 

LinkedIn’s Approach to 

Recruiting and Retention in 

an Age of “Open Talent”

Pat Wadors、Senior Vice 

President of the Global 

Talent Organization at 

LinkedIn

SNS関連企業を渡り歩いたPatから、LinkedInのOpen talent

の概念を聞く良い機会。彼女は、LinkedInの前には、

Twitter,Yahoo等のSNS企業にもいて、同様な仕事をしてきた

こともあり、必見のセッションです。

SHRM2017 Building a World-Class HR 

Brand: Lessons from Top HR 

Organizations

Shirley Davis, Ph.D., SHRM-

SCP, President and CEO, 

SDS Global Enterprises, LLC

本セッションでは、ビジネスとの整合性をとる戦略を最優先で

行い、ビジネスにおけるHRの価値を示すHRモデルに転換する

事で、最高のタレントが来る様になるというタレント マネジ

メントの基本戦略を示すセッション。

SHRM2017 Employer Branding: 

The Power of Purpose

Matt Kaiser, Director, 

Recruitment, Children's 

Healthcare of Atlanta

優秀な人材を採用、定着させるのに、一番重要なのは、会社の

存在意義であり、入ってくる人が行う仕事の重要な目的を気づ

いてもらうことだ。特に、医療機関には、それが重要になる。

TM2017 The future of Talent 

Development

Britt Andreatta,PhD

Professor and Dean at 

University of California and 

Antioch University

カルフォルニア大学、学部長が、Talent developmentの発展

段階と組織の発展段階理論を発表するセッション。タレント・

マネジメント2017会議での注目のセッション。

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 出典：SHRM2017 Conferenceのサイトから検索して、作成
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Money ball で学んだこと！
高離職率と低生産性の最大の原因は？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 24

２次的問題
人選は正しいが、
マネジャーに問題

最大の問題
職場に相応しくない
人を配置している

Source: Money Ball for the Talent function, SHRM 2017   

この２つのうち、どちらの問題なのかを把握してますか？



従来の採用関連の人財指標では、
「問題点を知る」ことができない

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 25

時間より、採用効率を重視！

給与とそれにより得られた利得の
総合分析をする必要がある

Cost to hireと給与の関係を
把握する必要がある

離職率より、定着率の把握が重
要だ！

成功には、情熱、能力、粘り強さが必要
だが、これらが念頭におかれているか？

たとえ、情熱的だとしても、やってもら
いたい仕事に対しての熱意は？

例え、才能があっても、企業風土にあっ
ているかどうか？

Source: Money Ball for the Talent function, SHRM 2017   



これから重視すべき採用の指標とは？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 26Source: Money Ball for the Talent function, SHRM 2017   

Yield ratio



社長後継者に求められる資質とは？
戦略実行に必要な資質が備わっているか？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 27Source: Executive Succession Planning, SHRM 2017   

ビジネス推進力が
あるか？
ビジョン、戦略的思
考力、先見性、創造
性、革新性、決断力

ビジネス関係者
と上手くやって
いけるのか？
権限委譲、コーチング、
育成力、コミットメン
ト引出し力、効果的コ
ミュニケーション

自己管理能力が十分
あるか？
崇高なる信頼感、安心感、
気づきとフィードバック
報告力、影響力 他



経営幹部の後継者継承モデル
一般的に進められているプロセス事例

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 28Source: Executive Succession Planning, SHRM 2017   

鍵となる企業・個人のプ
ロファイルを明確にせよ

候補者の選定と打診

ギャップ分析の実施

人財開発要綱をまと
めて、機会を提供

アセスメントデータを
活用して全体的像を！

IDP（個別開発計
画）を実施する



事実と行動検証型のアセスメントを実施
Fact-based assessment process

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 29Source: Executive Succession Planning, SHRM 2017   

最終レースを勝ち切るには、一般的に、実施されている
アセスメントツールで、自分はどんな状態にあるのかを
確認して、改善をすることが最低限必要になります。



これからの経営幹部に求められる能力
Organization Success Factors事例

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 30Source: Executive Succession Planning, SHRM 2017   

トップダウン
でなく、職場
の意識改革を
進められる実
践力が、求め
られています。

ミレニアル世代
の理解と協力を
えるため、
IT/BI/AIに関す
る鋭い見識と洞
察力が求められ
ます。

鋭い危機意識と
戦略的志向
資金調達力
根回し力
戦略的育成力

計画と予算の実践力
先見力・予測力
パフォーマンス測定
能力、
財務報告力
見える化力
ﾓﾊﾞｲﾙ機器の活用力
提携の決断力



調査報告結果：McKinsey 9 box Grid

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 31Source: Executive Succession Planning, SHRM 2017   

・Underperformer

・On an action contract

・Exit if no

・Improvement within
3-months

1

ポイント： タレント マネジメントの重要性は、更に高まる！



組織の成長６段階説とは？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: The Future of talent development,SHRM TM conference 2017

創生期 成長期 権限委譲期
行動監視期

協創期 有力企業
との提携

32



組織の意識構造別、５分類

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: The Future of talent development,SHRM TM conference 2017

強権組織 官僚組織 多国籍組織 家族組織 理念集団

33



現在の組織の状態を把握し、
将来の方向性を見出して、先手を打つ！

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: The Future of talent development,SHRM TM conference 2017

まず、組織は、どの成長段階にいるのかを判断する

次に、リーダーの意識レベルを調べ、どんな方向にむかうべきかを考える

最後に、そのためにどんな学習手法が最適なのかを検討する

34



意識の成長を促す５つの手法

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: The Future of talent development,SHRM TM conference 2017

学習

EQ

同情

苦行

マインドフルネス
認知療法

35



SHRM e-learning library 注目のセッション（６）
Total reward,Compensation,Benefit,Incentive

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 Tearing Down the Silos: Health 
Care and Retirement 
Spending−What Is the True 
Cost?

Kevin Mahoney, Senior 
institutional consultant, 
accredited investment fiduciary 
analyst®, The Mahoney Group 
of Raymond James

本セッションは、健康保険や退職計画関連費用の節約の仕
方を考えるものです。

SHRM2017 Exploring the Compensation 
Data Landscape: Finding the 
Right Data Puts You Ahead of 
the Competition

Katie Bardaro, VP, Data 
Analytics, Payscale

個人の市場価値が知られる時代では、より市場価格に敏感
になり、厳しいタレント市場に対処すべきだ。そのために
は、その人財が如何に役立つ人財なのかを把握する必要が
あります。

SHRM2016
SHRM2015
SHRM2014

State of Benefits in the 
Workplace: An Update and 
Competitive Practices for Impact

Shonna Waters , Vice president, 
Research , SHRM

SHRMでは、毎年ベネフィット調査を実施しているが、そ
の概要を紹介。ベネフィットプログラムをより戦略的に衝
衝撃的なやりかたにする手法を話します。

SHRM2017 Getting the Most from Your 
Workforce: Investing in 
Employees to Improve 
Productivity

Elizabeth Incze, Vice president, 
Product Development and 
Management, Aetna Group 
Insurance

ベネフィットとツールにより、エンゲージメントと生産性
を高める手法を学べます。また、欠勤率を改善する手法も
学べます。

SHRM2017 True Performance Pay: 
Evolving Your Company Culture 
From Base Pay to 
Comprehensive Variable 
Rewards

John A. Rubino, CCP, CBP, 
GRP, WLCP, President, Rubino
Consulting Services

パフォーマンスにより給与が変わるのが当たり前という意
識を植え付けるには、社員の意識改革がともなうもの。そ
のためには、何をすべきなのかを考えるセッション。パー
フォーマンスベースの企業風土をつくるための最初のス
テップをどう進めるかを考えたい方に最適。

SHRM2017 The Grand Bargain is Upended: 
Navigating the New Workers 
Comp Playing Field

Margaret P. Spence, 
President/CEO, C. Douglas & 
Associates, Inc

労働者の報酬エコシステムとも呼ばれる手法を紹介する。
この中で、福祉関連費用の予測分析を行っているのが注目。
労働者の報酬を削減する手法を経営幹部に提示するもの。

SHRM2017 Re-Inventing What Incentives 
Mean to a Global Organization

David Brennan, General 
manager, Achievers

グローバル企業でも、インセンティブが効果があるという
事例。これがエンゲージメントや生産性改善に貢献する。

SHRM2017 Communicating Total 
Compensation and Benefits to 
Millennials

Karl James Ahlrichs, Senior 
consultant, Gregory and Appel

本セッションでは、エンゲージメントを改善する手段とし
てTotal rewards手法を活用した事例。特に、ミレニアル
に効果があると言われています。

SHRM2017 Financial Wellness: How to 
Evaluate Your Current 
Approach and Improve Impact

Jeffrey P. Tulloch , Vice 
president , MetLife PlanSmart®

Metlifeが提案するWellness計画、特に、Private 
exchangeの提案をするものです。

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 出典：SHRM2017 Conferenceのサイトから検索して、作成
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SHRM e-learning library 注目のセッション（7）

Innovation, Culture, Change

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 HR: The Differentiator Ruth Stricklen Pullins, Chief 
HR officer, Truman Medical 
Centers

HRが組織に変革を起こす時、どうするべきか？ Force 
Field Analysis (Kurt Lewin)や、ビジネス・ケースを活用し
て、どうするかを考えるセッション。

SHRM2017 The Innovator: The 
Employee You Most Need

Mike Mitchell, Senior faculty , 
Center For Creative 
Leadership

現在、採用にて、一番重視している視点は、Innovationを実
現できる人材だ。これを実現できるかが最大の鍵と言われる
ようになっています。

SHRM2017 From Vision to 
Transformation: Leading 
Through Change

Dr. Michelle Rozen, Teamwork 
and Communication Expert, 
Michelle Rozen

「これからは、ビジョンより、変革だ。」をテーマに、M&A
や、方針転換をどう進めるべきかを考えるセッション。変革
するのが目的でなく、成長して、成功するために必要な変革
をどう成し遂げるかを考えます。

SHRM2017 Hide Your Goat: Strategies to 
Stay Positive When 
Negativity Surrounds You

Steve Gilliland, CSP, CPAE, 
Best-selling author & speaker, 
Steve Gilliland, Inc.

ネガティブな人が多くても、できるだけポジティブに対応す
る手法を考える、Win-winの関係をどう構築するかが鍵に。

SHRM2017 The Neuroscience of Change Britt Andreatta, CEO, 7th Mind 
Company

脳科学戦略を活用して、組織全体の意識改革を進めるにはど
うしたら良いのかを考えるセッションです。個人もチームで
も効果があり、行動が変わります。

SHRM2017 Creating a Culture of High 
Trust: 10 Things Every 
Organization Must Do to 
Experience High Trust

Richard Fagerlin, President, 
Peak Solutions, Inc

信頼の文化を組織内の醸成するには、どうすべきか。信頼が
確立されない７つの理由とそれを構築するための１０の手法
を話すセッション。

SHRM2017 Leading Your People Through 
Change

Randy Anderson, Productivity 
improvement specialist, E3 
Professional Trainers

人生の中で、変革は、最大の挑戦だ。変革して何が期待でき
るのか、成功を妨げているのは何なのか、メンバーが抵抗す
るのを予測して、その恐れを和らげる工夫をすることだ。

SHRM2017 The Neuroscience of 
Breaking Bias

David Rock, Director, 
NeuroLeadership Institute

Brain biasの研究に基づき、シミュレーションに参加すると、
意思決定時のBiasがあることを知ることができる。このBias
を最小化する手法を探るのがこのセッション。

SHRM2017 Be the Exception....Seven 
Steps to Transformation

Annie Meehan, Motivational & 
inspirational speaker, Annie’s 
Speaking & Consulting

変革への７つのステップを考え、それをどう成し遂げている
べきかを考えるセッション

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 出典：SHRM2017 Conferenceのサイトから検索して、作成
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革新者を育てるSTEPプロセスとは？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 38

「選択」
達成する必要があるか、
謙虚さがあるか、問題
解決ができるか？

「信頼」
自分はできるとい
う自信があるか？

「実行」
やり通す力は？
成否を気にせず、

突進する意気込みは？

「前進」
あるのみ、

気づきを与える

実行させる

共同責任者
になる

どんな重要な意
味があるかを知
らせ、全面的に
支援する

Source: The Innovator: The Employee you most need, SHRM 2017

組織的な見通し



革新者たりうる必要条件とは？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 39

自己中心で
はないこと

謙虚であること

鋭い観察者で
あること

偉大なる実践
者であること優れたチームプレ

イヤーであること

高潔なサイクル

Source: The Innovator: The Employee you most need, SHRM 2017



やりとげられるための温かい支援があるか？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 40

成功できるかどうかの鍵は！
職場内に、「温かい、情熱的な支援態勢があ

るかどうか？」で決まる！

Source: The Innovator: The Employee you most need, SHRM 2017



SHRM e-learning library 注目のセッション（8）

Leadership, Teamwork, Team player

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 Take Command of the Room: 
Techniques to Transform Your 
Style in 60 Seconds

Sheri Jeavons, President , Power 
Presentations, Inc.

会議でも、聴衆に対して、リーダーとして、影響力を与
えるには、どうすべきでしょうか？ 自信を示す６つの
スキルとは？

SHRM2017 Belonging Across Boundaries: 
Leading Global Virtual Teams 
That Work

Karin Goettsch, Ph.D., CPLP , 
Manager, Global Talent 
Management , The Mosaic 
Company

グローバルな仮想チームを組む場合の課題をどう克服す
るべきかを考えるセッションです。

SHRM2017 Achieving a Breakthrough in 
Personal Excellence & 
Leadership

Srikumar S.Rao, Ph.D., CEO 
and founder, The RAO Insitute

ホンの小さなことで、ストレスを下げ、強いリーダーに
なることができます。このメンタルモデルの原理を理解
し、小さな違いが大きな影響を与えるこつを学びます。

SHRM2017 Forging the Extraordinary 
Team: From Many to One

Iris Firstenberg, Ph.D., Adjunct 
Professor, UCLA

バスケットチームを例に、脳心理学を活用して、チーム
ワークを改善する手法を紹介する

SHRM2017 General Session featuring 
Patrick Lencioni
The Ideal Team Player

Patrick Lencioni, Founder and 
president, The Table Group

５つの機能不全で有名なレンシオーニが、今回はチーム
ワークの重要性を説く。これからのキャリアには、
「チームワークを発揮できる人財」が加わることになる。

SHRM2017 The Trust Edge: How Top 
Leaders Gain Faster Results, 
Deeper Relationships and a 
Stronger Bottom Line

David Horsager, CSP, Business 
strategist, professor, author

リーダーとして成功する８つの指針。９０日間行動計画。
モラル正しく、顧客ロヤルティを高める法、違いを作る
行動原則を使って生産性を高めるには、どうするべきか
を考えます。

SHRM2017 Four Techniques to Build Your 
Leadership Strength, Flexibility, 
and Impact

Timothy J. Tobin, SHRM-SCP, 
Vice president, Human 
Resources, Marriott 
International

どのリーダーシップ開発プログラムが効果があるのであ
ろうか？ 本セッションでは、マリオット・ホテルで行
われているリーダーシップ開発プロジェクトの概要を知
る貴重な機会になります。

TM2017 Get on the road to a successful 
mentoring program 
implementation

Kimberly Weed, SHRM SCP
Ste. Michelle Wine Estates

ミッシェル ワイナリーでは、Chronus製のソフトを活
用して、メンタリング プログラムを実施。その経緯と
成果を知らせるセッション。

SHRM2014 Leadership Development 
Reloaded, Global trends and 
high-impact approaches

Loren Walsh, Vice President, 
talent management, 
Right management

コンファレンスボードと共同で実施された６５４件のシ
ニアリーダーリポートをベースに報告。どんなリーダー
シップが成功したかを知るヒントになる。
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SHRM e-learning library 注目のセッション（9）

L&D, Training, Career development
時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 The First 90 Days Will Make 
or Break Your New Hire

Amy Hirsh Robinson, Principal, 
Interchange Group

入社９０日までの導入期間が職場定着への一番の鍵となる。
３つの課題と、６つの重要なステップを中心に考える。
１０の陥りやすい問題点を解決するための施策とは。

SHRM2017 Make Training a “Want To” 
(Not A Have To)

Joe Urbanski, Chief operations 
officer , Total Solutions Group

トレーニングを如何にしたら、Learn-Say-Do-Reflect 
Modelにすることができるかを考えるセッション。如何に
したら結果を測定できるようになるのか、これは、エン
ゲージメント、人財維持し、面白くする要素にもなる

SHRM2017 How a Tech Company Is 
Diversifying Its Workforce 
by Building Its Own Talent 
Pipeline

Anthony Williams, Vice 
president, talent acquisition and 
diversity, Akamai

広いキャリアを示すには、タレント プールが必要です。
これを広げるには、どうするべきなのか、自らアカマイ ア
カデミーを開校した経験者が自らの経験を語ります。

SHRM2017 Career Development: 
Today’s Meta-Priority

Beverly Kaye, Founder & chief 
executive officer, Career Systems 
International

キャリア開発の７つの戦略を紹介する。最新のキャリア開
発情報を知る事ができます。タレント開発の必要性を学べ
ます。

SHRM2017 Training the Mind to 
Enhance Individual and 
Organizational 
Performance

Marissa Afton, Director and 
senior consultant, Potential 
Project

近年L&Dに多額の予算を使っているが、社員がそれを実践
する意欲がなければ、何もならない。脳心理学の視点で、
何らかの解決策を提示するセッション。日本でも聞かれる
様になった、マインドフルネスにも触れる。

SHRM2017 World Bank’s Career 
Management Journey: 
Career Development is NOT 
Optional in Today's Market

Elise Freedman, Director, Talent 
& Rewards, Willis Towers 
Watson

Willis Towers Watsonから世銀に対して、キャリア開発に
関する報告書がだされた。この報告書の概要を知ることが
できます。

SHRM2017
TM2017

Strategic Mentoring to 
engage People, Develop 
talent & achieve Business 
objectives

Ann Tardy, 
LifeMoxie Mentoring & 
Leadership

戦略的メンタリングにおいて、どう目標を達せうするのか
の９段階のプロセスを分かりやすく説明。

TM2017 Get on the road to a 
successful mentoring 
program implementation

Kimberly Weed, SHRM SCP
Ste. Michelle Wine Estates

メンタリング プログラムを実施する場合、メンター・メン
ティ選定、管理、マッチング、効果測定をより効率的に実
施したいと思いませんか？ そのために役立つのが、ソフ
トウエアの導入です。ワィナリーでの実践的な事例です。
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メンタリング プログラムの実践法(1)
ソフトの導入で何を期待したのか？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 43Source: Get on the road to a successful Mentoring Program, TM2017 

選別、マッチング、ガイダンス、測定 等々
記録以外で、何を期待してますか？
その内容により、ソフト選択の範囲が、より明確になります。



メンタリング プログラムの実践法(2)
ソフトの導入で何が改善できたのか？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 44Source: Get on the road to a successful Mentoring Program, TM2017 



SHRM e-learning library 注目のセッション（10）

Personal Branding, Influencing others
時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 The Power of Play Roger Haskett, Owner, artistic 
director , Engagement Unlimited

心理的手法を活用して、エンゲージメントやPMを実施する
手法が注目を集めているが、各種の教育活動、会議、チー
ムプログラミングの中でどう実施するのかの事例紹介。

SHRM2017 Hide Your Goat: Strategies to 
Stay Positive When 
Negativity Surrounds You

Steve Gilliland, CSP, CPAE, 
Best-selling author & speaker, 
Steve Gilliland, Inc.

Positive thinking & behaviorsという考え方があるが、そ
れをどう実践するかを分かりやすく、面白く聞けるセッ
ション。

SHRM2017 Ignite Your Personal Brand: 
Market Your MAGIC

Marjorie Brody, President/CEO, 
BRODY Professional 
Development

個人のブランドを最大化するには、どうするべきか。プロ
としての評価を高めるには？

SHRM2017 Influencing Others: Eight 
Steps to Get Results When 
You Don’t Have Direct 
Authority

Valerie M. Grubb, Principal, Val 
Grubb & Associates, Ltd

権力を使わずに、影響を与えるにはどうするべきなのか、
communication, engagement, persuasion and 
relationship-buildingを活用してどうするのかを学べる
E-learningに踏むまれていて参考になる内容

SHRM2017 Communicate Your Way to 
the Top! Communication 
Strategies for Female 
Leaders Who Want to Stand 
Out

Carol Leonie Maria Schulte, 
Facilitator, Living BIG, Toronto

女性リーダーとして活躍するには、どう振る舞うべきか、
主に、どんな聴衆に訴えたいのか、希望年収、あなたの個
性、仲間との違い、基本となる聴く力、仕事でどんな良い
影響を与えたいのか、passive, assertive, and aggressive 
communicationの使い分け法等々。

SHRM2017 The Art of Executive 
Presence: A Professional 
Women’s Guide to 
Commanding the Room

Jennifer Lee, Director of 
Learning and Development, JB 
Training Solutions

女性経営幹部として見せるためには、どうすれば良いのか
を考えます。ビジネス エティケット、ネットワーキング
イベントでの対応、プレゼンの仕方、服装、ソーシャルメ
ディアの活用法等々

SHRM2017 Getting to Yes! Your Guide to 
influencing Ideas & 
Decisions for Business 
Results

Brad Karsh, Founder and CEO, 
JB Training Solutions

影響を与えるための６つの原則を説明するセッション。例
えば、新規の考えが自分にも役立つものだと思える様にす
る。戦略的メッセージを見失わないにする。E-learningに
含まれている。

SHRM2017 Influencing Without 
Authority

Brandon M. Smith, Founder & 
principal, The Worksmiths, LLC

権力を持たなくても、影響を与えるには、どうするべきな
のかを考えるセッション。資料が良く出来ているが、e-
learning libraryに含まれていない

TM2017 Who needs a title?
Influence without 
authority

Marjories Brody
Prody Professional Development

影響を与えるには、権力は、いらないとするセッション。
その戦略とスキルを紹介する。E-learning libraryに含まれ
ている。
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影響力を最大限発揮するには？
8 steps for Influencing others

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 46

まず、変革に抵抗する
理由を理解する

色々な伝え方を適用
する

個人の能力開発をする

相手が話す機会を提供して、傾聴する

何ができるのかより、どんな得があるの
かを強調する

聞き手が理解しやすい
様に図式化する

プロジェクトの全体像を見て、
他の解決策がないかを考える

Noと言われたら、どう対応するかを考え、粘り
強く、問題点の解決策を考える。

Source: Influencing others: 8 steps to get results, SHRM 2017 



抵抗を和らげるための戦略とは？
Strategy for reducing resistance

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 47

だれが抵抗を示すかを、予測せよ

抵抗する目的を明確にせよ！

新しいことを始める時には、
最初から参加を求めよ

何故変えなくてはなら
ないのかを伝えよ！職場からの支援がある

ことを確認する

驚きを最小化せよ

信頼できる職場風土を構築する

変化を率先して実行し、その道筋を追跡し、効果を
引き出し、その結果により、褒美をあげよ

相手の状況を理解し、応援する

Source: Influencing others : 8 steps to get results, SHRM 2017 



信頼をえるための鉄則１５
Tips for building Trust & Rapport

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 48

上手く立ち振舞って、同情せよ、

例え困難な状況にあっても、暖かく迎えよ

決して、噂話しをするな！
人は、色々な事情があるものだ。

勝手な話をするのではなく、相手の
言葉を直接聞いてみることだ。

価値のある仕事をした人を
秘め讃えよ

前向きな姿勢で望み、不平ばかりを言
うな、落ち込んでいる人に興味はない

人には微笑み、アイコンタクトをして、
可能な限り、ユーモアを言え。

間違いを認め、必要であれば、残念だと伝えよ。

人々のために自分のやり方でつくせ！

Source: Influencing others: 8 steps to get results, SHRM 2017 



ＳＨＲＭ２017、注目のセッション（11）
Workflow,Workplace issue, Conflict, EEO対策

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 The Case for Hiring Imperfect People: 
It’s Time to Consider Applicants Who 
Fail Background Checks

Arte Nathan, President, 
Strategic Development 
Worldwide

雇用での失敗事例を紹介して、同じ間違いをしないように
対策するための施策を考えるセッション。

SHRM2017 Workflow Mastery: Organize Your 
Time, Tasks, and Inbox

Laura Stack, MBA, CSP, 
President & chief 
executive officer, The 
Productivity Pro, Inc.

仕事の効率化、この中には、email handling, planning, 
scheduling, project, time, and task management, 
prioritization, and organizationを含む

SHRM2017 Contemporary Methods for Workplace 
Violence Prevention and Response

Glen E. Kraemer, 
Partner, Hirschfeld
Kraemer, LLP

職場での暴力の防止に関して、行動上での注意点、法令上、
マネジメントの視点で考えます。Social mediaのモニター、
危険人物の解雇に関しても述べます。

SHRM2017 Equipping New Managers for Success: 
Tools for Creating High Performance 
Work Environments

Alan Fine, Founder and 
president, InsideOut
Developmen

マネジャーとして成功するには、どうするべきか、説明責
任を果たすためにどうすべきか、チームをマネジーするた
めの秘訣等々。

SHRM2017 I Think I Know What I Think You Said: 
How to Avoid Misunderstandings and 
Get Your Message Across

Paul Endress, Founder 
and CEO, Maximum 
Advantage

職場での理解を深め、対立を減らすには、どうするべきな
のかを考えるセッション。言葉の種類、プレセン法にまで、
どんな配慮が必要かのヒントが得られる。

SHRM2017 Big Data in Employment: Big Risk or 
Big Reward?
(Using Data science to make better 
personnel Decisions)

Zev Eigen, Global 
director, Data Analytics, 
Littler Mendelson, P.C.

EEOCクレームの動向、首になった事例、昇格、採用等で
の不適切な事例をデータベース化して、意思決定に役立た
せる。

SHRM2017 How to Navigate Mental Disabilities in 
the Workplace

How to Navigate Mental 
Disabilities in the 
Workplace

障害者を一定割合雇用する義務があるが、これをどう解決
するのかを解決するセッション

SHRM2017 Control Conflict: Collaborate More. 
React Less.

Tracy Butz, CSP, 
Owner, Think Impact 
Solutions

社内対立を解決するには、どのように協働環境を構築し、
反対意見がでて来た時には、どう対処し、ネガティブな感
情的な反応にどう対処するべきかを考えるセッション。

SHRM2015 The art of managing workplace conflict Dr. Morgan Hembree,
Psy D, MBA, BCB

批判、建設的なフィードバックでさえも、組織には悪い影
響を与えています。 社内でのいざこざや対立を押さえるに
は、どうすれば良いか、EI手法も活用して、どう進めるべ
きかを考えるセッション。
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SHRM e-learning library 注目のセッション（12）
Global HR、Global Mindset、Global M&A

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 From Bourbon Street to Brexit: 

10 Things You Need to Know 

About Going Global and Staying 

Global

David W. Ellis, Partner, Baker 

&McKenzie, LLP
多国籍企業が直面する１０の法律上の課題、例えば、起
業時の問題、職場でのコンプライアンス、税金、データ
セキュリティ、人財異動問題。

SHRM2017 Making Global Employee 

Communication Programs 

Work

John A. Rubino, CCP, CBP, GRP, 

WLCP, President, Rubino

Consulting Services

大抵のグローバル コミュニケーションプログラムが失
敗する原因は何か、トータルな報奨デザインの思想が欠
如している。地域による異なる文化に対応した、創造的、
現実的なものにするには、どうすべきなのかを考える。

SHRM2017 Building World Class HR 

Organization: Lessons From a 

Global HR Nomad

Inga Masjule , Global executive 

HR director (CHRO) , Walkers

グローバル・ビジネス２５年のHRプロが、世界１０ヶ

国でのグローバル・ビジネス組織の構築経験の話しを聞
く良い機会です。

SHRM2017 Expanding to New Markets: 

Employment-Related 

Compliance Obligations in 

Emerging Market Jurisdictions

William David Wright, Partner, 

Fisher & Phillips LLP
新興国での雇用関係に関する条項をこのセッションで振
り返ります。特に、ブラジル、メキシコ、中東、インド、
ロシア、中国等での雇用概念の違いを理解するのは、非
常に重要です。

SHRM2017 Building a world class HR 

brand:  Lesson from Top HR 

organizations

Dr. Shirley Davis, SHRM-SCP

SDS Global Enterprises

世界一流の企業としてのブランドを確立するには、HR

として何をするべきなのか？ HR戦略の優先順位は何
か？戦略の整合性をどう取るべきなのか？

SHRM2017 EXECUTIVE EXCHANGE: The 

Airbus Journey: Making a 

Difference!

David Fink , Vice president, HR, 

Airbus (North America)
複合企業の代表格のエアバス社の副社長が、変革をリー
ドするためにどんな態度で望むべきか、意味のある変革
とは、正しいことをするには、自ら成長を目指して何を
すべきかに関して話しをします。

SHRM2017 The Changing Nature of Work 
and the Worker: Five Global 
Trends Impacting HR Strategy

Gary Kushner, CBP, President 
and chief executive officer, 
Kushner & Company

これからは、仕事の仕方が劇的に変わるが、これが職場
にどんな影響を与えるのか、機械学習が、職場にどんな
影響を与えるのかも考えます。

SHRM2016 Building the Global mindset

Developing cultural 

competencies for Successful 21st

Century organization

Dean Foster, President and 

founder, DFA Intercultural Global 

solutions

グローバルマインドセットの構築には、HRは、何をす
るべきなのかを考えるセッション。
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会社のグローバルHRの発展段階にて、

タレント・マネジメントは、欠かせない仕組みづくりに！

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 51

・複雑化する世界
・経済での民族主義的な動きのなかで、グロー
バル化は、更に進んでいる
・HRのグローバル化に伴い、更なるバランス、
スキルと迅速性が求められている
・HRプロは、グローバル心を育てることを求
められている
・グローバル組織で成功するには、グローバル
タレント・マネジメントの構築が不可欠です。

HRのグローバル化が進む現

在、どうグローバル心を育て、

成果に結び付けられるか、そ

の最適策として、タレント・

マネジメントの導入が進んだ。

その実現には、まず、次の４

つのステップが求められてい

る。

Source: Building a World class HR organization, SHRM 2017 



STEP1: マクロとミクロの視点での分析

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 52

《マクロの視点での分析》

国際化のどの形態に近いか？
特に、Global と
Transnationalと分類され
る会社では、グローバルHR
の重要性が高くなる

《ミクロの視点での分析》

会社の発展段階の視点で、ど
の状況にあるかで、分析手法
は異なる。どのなのかを判断
して、課題を分析する

Source: Building a World class HR organization, SHRM 2017 



STEP2: 目標を達成するための
効果的なチームになるための分析と組織の変更

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 53

 まず、組織の目標を達成するには、

現在のHRチームには、何が求められ
ているのか？

 現状はどうなのか、色々な視点で、

観察、分析せよ！
 ギャップ分析により、何を育てる必

要があるのか、それを学ぶ機会があ

るかを分析、

 やる気のある人材には、新しい挑戦

の機会をつくる
 学ぶ機会がない若手には、学習の機

会、メンターを決めよ。

 どう見ても、不適な人材には、別の
可能性を見い出すため、異動を。

 組織を活性化する人材を他の組織か

ら投入する。

Source: Building a World class HR organization, SHRM 2017 



STEP3/4: 企業戦略との整合性を

最終確認する段階

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 54

《会社の戦略との整合性を再点検する段階》

 SWOT、バランス・スコア・カードを活用して、
再点検

 プロセスを分析して、技術の標準化、単純化、
 実践的な内容になっているか？
 何かをすれば良いというのではなく、何が貢献

できたのか？
 伝統的なHRから、専門家によるマトリックス

管理になっているか？

《企業風土に根ざした形なってるか？》

 会社の文化として、浸透したか？

 あるべき姿に近づいたか？

 本社集中が良いか、地域分散が良いか？
 最新技術を活用した使い易い形になって

ますか？

Source: Building a World class HR organization, SHRM 2017 



グローバルチームとなるような最高な進め方

Best practice building global HR teams

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 55

危機意識を高めよ

変革を促すビジョンと
戦略を構築せよ

頻繁な意見交換をせよ

変革を実現するため
権限を委譲せよ

短期的な結果を生み
出せる案を出せ

複数の改善を統合し、
変更以上のものにする

新たな取組が企業風土となるように、制度化する

このやり方で進めれば、最高なグローバル チームになれる！

Source: Building a World class HR organization, SHRM 2017 



SHRM e-learning library 注目のセッション（13）

Diversity & Inclusion, CSR, Competency

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 Building an Inclusive Culture: 

What the C-Suite Needs To Know 

About Today’s Working Parents

Katherine Wintsch, CEO & 

founder, The Mom Complex
シングルマザー、共働き労働者への理解を職場で高める
には、どうしたらよいのかを考えるセッション。特に、
再雇用問題が大きいという。

SHRM2017 How a Tech Company Is 

Diversifying Its Workforce by 

Building Its Own Talent Pipeline

Anthony Williams, Vice 

president, talent acquisition 

and diversity, Akamai

Technical academy

このセッションでは、Akamai Technologyと呼ばれるダ
イバシティ手法を学ぶセッション。ROI測定まですると
のことなので、相当進んでいる様子。

SHRM2017 Race, Religion and Politics: Let's 

Talk About It

Dethra U. Giles, CEO, 

ExecuPrep

DiversityやConflict managementに関して、話しをす

る機会はありますか？ これを避けていては、逆に悪
い影響を与えかねません、これからは、どうすべきかを
考えるセッション。

SHRM2017 Tough Conversations: Tackle Any 

Topic With Sensitivity and 

Smarts

Lynne Eisaguirre, President, 

Workplaces That Work
通常であれば、避けがちな話題、上司との関係、仲間同
士の関係、他。如何に、創造的な問題解決をするのかが
大きな課題。

SHRM2017 Women Still Need Pioneers: 

Championing Women into C-

Suite Leadership

Margaret P. Spence, 

President/CEO, C. Douglas & 

Associates, Inc

女性経営幹部のリーダーシップ開発の新しい流れを紹介
します。

SHRM2017 Beyond Diversity, The ROI of 

inclusive  Leadership

Jeanetta Darno , 

CEO, Strategic HR Advisors

色々な人財を巻込むことで、問題解決をはかれ、革新的
な解決を行え、生産性を高められる。多様性を高めるこ
とは、増大するグローバルマーケットでの競争力強化に
つながる。戦略的に企業風土を変える手法をカカが得る。

SHRM2016 Synthesizing Diversity and 

Inclusion : A critical Business 

imperative

Rohini Anand

Senior Vice President and 

Global Chief diversity Officer

フランス企業のSodexoのD＆I戦略的を紹介したもの。
メンターやIncentiveの活用は、革新的であり、参考にな
る手法。D&I Indexも導入した点も注目。

SHRM2014 The future of Diversity and 

Inclusion, Five next practices

Joe Gerstandt, Talent anarchy このセッションでは、戦略的D&Iを推進して、組織の革
新的な目標を達成するため、科学的、実証的な手法を提
供します。結果を導くには、必須な内容になります。

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 出典：SHRM2017 Conferenceのサイトから検索して、作成 56
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SHRM e-learning library 注目のセッション（14）

HR Metrics, HR Analytics, People analytics, Big data 

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM 

Employment 

2017

The new frontier: How big data 

is changing the employment      

landscape

Dr. Zev. J.Eigen

Global Director of Data 

analytics Littler

SHRMの雇用関連コンファレンスでの発表だが、HR analytics

や、People analyticsでも活用できそうな内容でもある必見の
内容。情報が充実しているのが良い。

SHRM2017 Big data in employment:

Big risk or big reward? 

(Using Data science to make 

better personnel Decisions)

Dr. Zev. J.Eigen

Global Director of Data 

analytics Littler

今回は、雇用時でのBig Data の活用事例を紹介するセッション、
EEOC法令が厳しい米国だから必要と思われがちだが、色々な
事例での応用がある事例が多い。

SHRM2017 HR Metrics That Matter: 

Learn to Drive Sustainable 

Business Processes

Shane Yount, 

Principle/author, 

Competitive Solutions, Inc.

毎年恒例のセッション。Key business objective をどう決めて、
それをフォローアップするのか、Business scorecardやAudit 

registersをどう決めて、活用するのか、行動指標、Audit 

performanceに関しても考えるセッション。

SHRM2017 Working Together: Using Data

and Analytics for Better 

Collaboration and Culture

Reb Rebele, researcher for 

University of 

Pennsylvania

Sponsored by Microsoft

ペンシルバニア大学のPeople analytics研究者が、Google, 

JetBlue, Acumen, Warby Parker and Teach For Americaで
の研究結果を発表する注目のセッション

SHRM2016

SHRM2017

Understanding Metrics: How 

to Connect HR's Goals to 

Business Strategy

Ryan Kohler, Chief 

innovation officer, 

ApplicantPro

自分部門のビジネス戦略が、会社のビジネス戦略との整合性が
とれていることを求められますが、このセッションでは、営業
指標と、マーケティング指標、ウエブ上の指標、顧客サービス
の指標の違いを理解して、これがHR指標との関連性も整理する

SHRM2017 From Data to People 

Analytics: Building a People 

Analytics Team

Nestor Ares at the Inter-

American Development 

Bank.

銀行でのPeople analyticsを実践している事例をみることがで
きます。予測(predictive analytics)分野にまで発展した事例と
しては、貴重な事例。

SHRM Live 

2016

Using Predictive Workforce 

analytics to drive business 

performance

Hank Jackson, SHRM CEO 

Alexander Alonso Ph.D. 

Greta Roberts, etc.

SHRMの人財分析に関する考え方を解説するWebinar.

TM2017 How using the metrics can 

expose hidden Employee 

selection issue

Carol Quinn

Hiring Expert
採用関連の指標に関するセッションです。離職率のデータに関
する質とは？ 採用の質とは？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 出典：SHRM2017 Conferenceのサイトから検索して、作成
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持続性を高めるには、
3Pから３Cへの転換を促せ

 従来、Performanceは、3P(Leadership 

Proximity, Persuation, and Position)に影響
されると思われていたが、HBRの投稿記事に
も指摘されている通り、現在は、３C(Clarity, 

Connectivity, Consistency)に影響されてい
ると言われています。

 この実現には、３つのプロセスの改善をとお
して、３Cの改善に繋がると言われているま
す。
 Business Acumen Process（先見性を示すプロセス）

 Execution Process（実行プロセス）

 Communication Process

（適切なコミュニケーション
プロセスか？）

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 58

これからは、リーダー
シップ、説得、地位に
頼って、影響を与えるよ
り、明確さ、関連性、一
貫性を示せるかが鍵に！

Source: HR metric that matter Learn to drive sustainable Business Process SHRM 2017



スコアカードを活用して先見性を高める

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 59Source: HR metric that matter Learn to drive sustainable Business Process SHRM 2017



実行プロセス：担当者、期限を明確に！

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 60Source: HR metric that matter Learn to drive sustainable Business Process SHRM 2017



3Cに基づき、スコアカードを作成し、
その内容を経営判断に活用しているか？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 61Source: HR metric that matter Learn to drive sustainable Business Process SHRM 2017



HR analyticsを活用した
HR戦略が注目される理由

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 62

グーグルでの成功事例
が大きな影響を与えて
いる

Source: Big data in employment, SHRM 2017 



Neuron networkとHuman Networkが
類似していることが注目されている

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 63Source: Big data in employment, SHRM 2017 



その活用手法として、次の４手法がある

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 64Source: Big data in employment, SHRM 2017 



データ サイエンスが、

HRの意志決定に活用される７分野

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 65Source: Big data in employment, SHRM 2017 

登用・採用 人事考課 協働・連携

報奨、他

ダイバーシティ

離職・定年

後継者養成



組織の決断では、次の４つの視点にて、
各種のデータが、役立っていますか？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 66

有用性、信頼性、精度の改善、誤差の削減の４つの視点

Source: Big data in employment, SHRM 2017 

決断に必要十分な情報があること

情報が信頼できること

情報が正確なこと

情報の誤差が少ないこと !



グーグルでは、すべてのHR上の決断に、
People analyticsを活用する方針

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: People analytics at Google, Helen Tynan, Director of People Operation

後継者のHelen Tynanも従
来の基本方針を引き継いで
いることを、各種の講演で
発表している

67



決断者、実践者にも分かりやすい
状況分析をもとに最終決断を下すグーグル

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved.

経験だけで決めるのか？

生データだけでは、理解は難しい

人材指標だけでもわかるのか？

トレンドや関係性があるのか？

決断者の行動に影響を与える内容か？

さあ新プロセス、方針変更、新プログラムを実践しよう

Source: People analytics at Google, Helen Tynan, Director of People Operation 68



グーグル：メンバーによる厳しい
マネジャー調査の実施で、離職率も低下！

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved.

マネジャーがグーグル パフォーマンスに合致してないよ！

半年に一度、すべてのマネジャーには、メンバーによる調査を実施

大半のマネジャーは、グーグラーとして相応しいとの評価

このおかげで離職率も改善、チームプレイも改善

８つのプラクティス評価と３つの問題がないかをチェックされる

下からのFeedback調査、T&Dの成果調査、社会化調査を実施

Source: People analytics at Google, Helen Tynan, Director of People Operation 69



グーグル的人事評価の要点

 野心的な目標をOKRの原則に基づき設定し、それを公表する
 Google Spreadsheets survey formを活用して、同僚からのフィード

バックを集め、協力して進める
 評価のため、マネジャー同士でのCalibration meetingを実施。
（マネジャー同志の意見交換により、より公正な信頼できるプロセスを

導入できるようにする）
 「報酬」と「人材育成」の評価は、必ずわけて行う
（この２つを結びつけると学習効果が台無しになることが多い）

 「業績評価」と「昇格評価」は分けて判断する
（昇進を決めるのは、政治ではなく、能力だ。特に、チームメイトとの協

働力／育成力は、重要な要点に。（UFS調査結果が影響する））
 最高のマネジャーになるには、チームの満足度と業績の両方が重視
 チームメンバーとは、上下関係でなく、互いに敬意を持って接し、政治

ではなく、データに基づき意思決定し、仕事や信条を隠し立てしない
 各マネジャーは、メンバーに、UFSの結果を公表し、どう改善すべきか

をメンバーにたずねることが原則。
UFS: Upward Feedback Surveyのことで、グーグルでは、年に数度、メンバーに対して行うマネジャー行動調査

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: Work Rules, Laszlo Bock, Google, 東洋経済新報社発行、2015 70



HRの価値を高める
Evidence-based HRは、何が違うのか？

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR, SHRM 2017   

管理的手法に重点 革新的手法の活用

関係性重視 ビジネス ドライバー

証拠に基づくHR手法伝統的HR手法

直感と信念

顧客サービス

証拠と事実

目標達成のためのコンサル
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予測分析を活用して、
HRの価値を最高に高める

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR, SHRM 2017   72



公共ビックデータも活用した

最高レベルの予測分析を実現！

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR, SHRM 2017   73



事実検証型のHRの手法の手順

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 74

従来のHR計
画の軌道修正

当面のHR
計画の立案

ビジネスの実行
上、何が不可欠
なのか？

どんな事実が存
在するのか？ どうしたら

改善できるのか？

どう働いているのか
を測定する方法は？

Source: Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR, SHRM 2017   



組織の目標を達成するため、どんなHRの目標
を達成すべきなのか？（当初の目標は？）

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: Make a HR strategic weapon, Evidenced based HR, SHRM 2017   75

HRの当初の目標として、
 エンゲージメント
 鍵となる技術者を見
つけ、強化すること
で、離職の削減と定
着化

 マネジャーと従業員
の関係を改善し、生
産性を改善する



Great manager になるための４条件

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved.

オープンに正直に話してくれますか？

信頼して任せてくれますか？

良い所を認めて、支援してくれますか？

色々な強みを引出し、活かす機会をつくってくれますか？

Source: Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR, SHRM 2017   76



MEIにおけるデータ中心のアプローチ事例

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR, SHRM 2017   

MEI:カリフォルニア発の人気バックブランド、日本では、ZOZOTOWNにて販売
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グーグル方式による
マネジャーの意識改革事例（MEIの事例）

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 78

最初の調査結果を振り返り、マネジャーの意識を改革し、
半年後にどれだけ改善したかを再調査！

Source: Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR, SHRM 2017   



MEIでは、半年のマネジャーの行動変化により、
３％のエンゲージメントと定着率の改善が

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 79Source: Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR, SHRM 2017   



MEIにおける外部データ分析事例

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR, SHRM 2017   80



MEIにおける内部データ分析事例

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR, SHRM 2017   

採用予測分析 リクルータ毎の候補者数採用／離職状況

81



組織の目標を達成するため、どんなHRの目標を
達成すべきなのか？（今後の目標は？）

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR, SHRM 2017   

HRの今後の目標として、
 Quality of Hire
 ハイレベル技術者の
離職の削減と定着化

 企業の魅力度改善
を設定する

82



目標を達成する施策の実施により、
予測分析を行い、事前対策を打つ

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. Source: Make a HR strategic weapon, Evidence-based HR, SHRM 2017   

【予測分析の事例】
過去の離職率を調べて、
事前調査により、将来の離
職率を予想。
定着を目指したCDP
（Career開発計画）を実施

83



SHRM e-learning library 注目のセッション（15）
経営幹部の鉄則、これからのHR, new HR trends

時期 タイトル 発表者 概要

SHRM2017 Rethinking HR: The Future 
of Work and HR

Ryan Estis, Chief 
experience officer , Ryan 
Estis & Associates

これからのHRプロのあるべき姿、HR Value Proposition再考、
どうして信頼を勝ち取るべきか？ を考えるセッション。

SHRM2017 The Future of Work Is Today. 
Are You Ready?

Morag Barrett, CEO and 
founder, SkyeTeam

25年以内に起きうる職場の変化に関する話しだが、一部の企業
では、すでに起きている内容。その原因は、新技術の到来、グ
ローバル化、異動性、新しい職場への期待等が絡んでいる。

SHRM2016
SHRM2017

Managing Virtual Teams & 
leading in a flexible work 
environment 

Giselle Kovary, Managing 
partner, N-gen People 
Performance, Inc.

仮想チーム上でのエンゲージメントを高め、パフォーマンスを上
げる手法を考えるセッション。５つのリーダーシップ スタイル
に基づき、チーム パフォーマンスを高める。

SHRM2017 Avoiding the Five Most 
Dangerous Trends in 
Employee Wellness

Brad Cooper Wellness が求められる時代になっています。これを是正するに
はどうするべきなのかを考えるセッションです。

SHRM2017 Sit/Stand Desks, Balance 
Ball Chairs, Treadmill Desks? 
Ergonomics Myth Versus 
Fact

Naomi Abrams, President, 
Worksite Health & Safety 
Consultants, LLC

Ergonomicsという言葉を聞いたことがあるだろうか？ 人間工
学として、働きやすい環境を整備する学問です。この人間工学的
に働きやすい環境に関するROI分析を含めて、紹介するセッショ
ンです。

SHRM2017 Uberization of the 
Workplace: How the Service 
Economy Is Changing the 
Way You Manage Employees

Mario Bordogna, Senior 
counsel, Clark Hill PLC

ウーバーの登場により、雇用関係は、激変した。サービス産業に
おける雇用環境を見直し、どのような対策が必要になるのか、
バックグラウンド調査、係争リスクの回避を考える

SHRM2017 The Top 10 Workplace 
Trends For 2017

Dan Schawbel, Partner & 
research director, Future 
Workplace

職場改革に関する2017年のトップ１０とは、何かに関して最新
のトピックスを知ることができます。

TM2017 Workforce 2025,
Bold steps to shape your 
workforce today for tomorrow’ 
s challenge

Bob Keller, The Employee 
Engagement Group

エンゲージメントの大家が、これからのworkforce を予測する。
SHRM2017での発表と重複するものが含まれるが、中味は大変
濃い。

SHRM2014
SHRM2016

Work4.0 What will work look 
like in 2050 ?
The future of work

Lance J. Richards 年々 移り変わる仕事の形態、現在は、第４次革命のまっtだな
かと言われています。Z世代は、2050年代の世界をどのように塗
り替えて行くのであろうかを想像してみることにしま

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 出典：SHRM2017 Conferenceのサイトから検索して、作成
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2017年職場環境 最新トレンドTOP10

1. Candidate & Employee Experience(多層の契約形態の必要性）

2. The blended workforce（６つの経済の流動性による影響）
①外注の必要性、②個人の専門性がより重要に、③タレントプールの必要性の増大、④ITツー

ルの進展、⑤リセッションの影響、⑥ミレニアルとZ世代の有効活用の必要性

3. Continuous Performance Reviewsの常態化が進む
4. Millennials meet Gen Z @work (職場でミレニアル世代がZ世代と遭遇する時代)

5. Augmented & Virtual Reality(採用と訓練でVRが普及する時代）

6. The Smart Office (Video Conference, Check-in soft,スマホの活用）
7. Team over Individual Performance(階層組織が柔軟なチームに変化）

8. Workplace wellness & Well-being

 健康的な職場環境の提供で生産性改善

9. Employee Benefits & Perks(33%の企業は、従業員ベネフィットが増加）

 ミレニアル、Z世代が求める職場になるには、柔軟な改善をしないと、人材が集まらな

い、定着しない時代に

10. Telecommuting on the rise

 自宅勤務、職場外勤務の推進で、人間関係がより広がる時代

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 85Source: The Top10 Workplace Trends for 2017, SHRM 2017 



２．グローバルHCMのトレンドと日
本企業の人財マネジメント
が目指すべき姿とは！

 日本企業が学ぶべき人財マネジメントの姿とは？

 当社の推進する人材マネジメント支援サービスの基本７方針

Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 86



日本企業が学ぶべき
これからの人財マネジメントの姿（その１）

1. ビジネスの成功には、戦略的HRプロの存在が欠かせないことを理解しているか
？

2. 従業員の大半を占めるミレニアル世代が働き易い職場環境を整備し、５世代が協
働する職場を！
 上から目線の評価から、将来志向のフィードバックやコーチングが日常的に行なわれる職場に転換

 更に、仲間同志でのConstant feedbackを強化し、Teamwork重視の職場風土を醸成

3. グーグルの人事評価改革を参考に、マネジャーの意識改革と同僚との協働を実現
 測定の容易なOKR手法、目標を仲間と共有し、People analyticsのデータを活用して判断

 「報酬」と「人材育成」の評価は分ける、「業績評価」と「昇格評価」も分ける

 定期的にマネジャーに対するメンバーによるUFSを実施し、その結果を公表し、改善を進める

4. 最新のパフォーマンス・マネジメントにも、熟成モデルがあり、更に高いレベル
にアップする努力をしてますか？

5. CS運動や地域社会への積極的な貢献活動を通して、若手の意識改革を進め、自ら
成長する環境を提供してますか？（Diversity& Inclusionを重視し、地域社会と共存）

6. CSやCSR運動を推進するには、経営幹部やマネジャーの理解と支援が必須で、イ
ンセンティブも含めて、効果的認知/報奨の仕組みがあるか？（PTOや幅の広いTotal 

Rewardの仕組みを導入）

7. 幅の広いTotal Rewardの考え方を導入して、従来の業績中心のPay for 

performanceを更に効果の高いものに進化させたか？
Copyright (c) 2017 SmartVision Inc. All rights reserved. 87



日本企業が学ぶべき
これからの人財マネジメントの姿（その２）

1. これからは、「証拠」と「事実」を示して、将来起こりうる可能性を改
善するタイプの人事がより重要に！ (Evidence-based approach)

2. エンゲージメントの改善のため、どんな手法が最適なのかを選定してま
すか？
 同情、説明責任、メンタリング・プログラム、タレント・マネジメントの色

々な手法を、目的と状況により、どう使い分けてますか？

3. Money ballの秘訣：意味のある最新の採用指標を活用してますか？
4. 最新の社長後継者の選考手法を念頭に、選抜を進めてますか？
5. タレント開発にも、６段階があり、各段階に適した手法を講じてますか

？ 更に高い段階への進化への努力をしてますか？
6. 効果的メンタリングソフトを活用して、メンタリング プログラムを実施

してますか？
7. 影響力ある８ステップ手法を導入して、効果を高めてますか？
8. 発展段階でのグローバルHRでは、タレント・マネジメントは、欠かせな

い手法
9. 持続性を高める3C(Clarity, Connectivity, Consistency)を実践してます

か？
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当社の推進する
人材マネジメント支援サービスの基本７方針

1. 組織や個人の将来あるべき姿（ビジョン）を明確に設定し、その達成に必

要な最適なソリューションと最も効果的なスキルを提供します

2. 自律して、主体的に考え、行動し、グローバル社会で存在感を示せる次

世代リーダー、メンターを育てます

3. 共鳴と協創の職場環境を構築し、やりがいと事業家精神を引き出し、組織

全体のパフォーマンスを最大化出来るマネジャーを養成し、優秀な人材の

職場への定着を支援します

4. 潜在能力や強みを引き出し、新規市場やグローバル市場、新たなイノベ

ーションに果敢に挑戦する人財が育つ仕組みづくりを強力に支援します

5. 人材育成や成長プロセスを「見える化」し、「卓越の戦略」を実現しま

す

6. 将来の市場動向を的確に予測し、中長期的視点で戦力計画を立案し、早

めの人財開発を高く評価する体系づくりを強力に推進します

7. 世界最先端のANSI版人材マネジメント標準化要綱を先取りし、最先端グ

ローバル企業として、競争力の改善を目指します！
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㈱スマートビジョンが提供する
職場での実践を支援する各種サービス

項目 主なサービス内容 目的とその成果

各種の人材マネジメントに
関する最新情報の提供

サイトでのキーワード解説
5種のメルマガ発行

研究会開催案内の定期的発行
研究会資料をサイト無料掲載
発行済みメルマガをサイトで掲載

グーグル検索で情報入手される方のために、人材マ
ネジメントに関する最新情報を提供。

その結果、特別のSEO費用をかけずに、10の人材マ
ネジメント関連キーワードでトップ表示される様に
なった

JSHRM自主運営研究会
戦略的人材マネジメント研
究会

設立2005年。１０年の活動実績。
戦略的人材マネジメントに関する事例紹
介と意見交換の場を提供

国際大会での最新トピックスを紹介

かつてはATD、現在はSHRM国際会議の事前勉強会、
視察報告会を開催、特に、タレント・マネジメント、
パフォーマンスマネジメント等の戦略的人材マネジ

メントの事例紹介事例が豊富

JSHRM自主運営研究会

SHRMコンピテンシー研究
会

2015年に10月に発足。最新のSHRM

コンピテンシーを通し、実践できる人材
を養成、市場変化局面で、適切な判断
力・行動力の向上に貢献する

日本企業でのHRプロ養成の羅針盤になる

HRプロの養成を通して、社内の意識改革に貢献する。
日本初、SHRM SCP HRプロ認定者養成のため
のサークル

少人数向け、最新のスキル

とノウハウの提供

ワークショップを通して、ANSI版パ

フォーマンス・マネジメント、タレント
マネジメント、研修効果測定、タレント
開発報告指針TDRPの普及

すぐに必要なスキル・ノウハウを短期習得し、職場

での実践を支援するワークショップ。主に、人材開
発マネジャー、中途採用者、自己啓発用として、14
年間継続実施。

ソリューション型研修と効
果測定支援サービス

職場でよくある課題をテーマに、ソ
リューション型の各種研修を行い、プロ

グラム効果測定支援サービスの実施

各種メンター／マネジャー研修。頻繁する人事考課
制度への不満解消、タレント・マネジメント導入時

の各種の意識改革研修の実施、ITSS導入支援研修他

アジア諸国でのパフォーマ
ンス・マネジメントとタレ
ントマネジメント導入支援

アジアでのワークショップの実施（英語
版スライド）。国際法人アジア生産性機
構APOのタレント・マネジメント担当
チーフエキスパートとしての支援活動

アジア地域でのコーチング＆メンタリング研修実施。
2012年９月、バンコクで開催された、中小企業向
けタレント・マネジメント導入支援セミナー（４日
間）の企画・実施
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次回の戦略的人材マネジメント研究会予定

 第５5回 戦略的人材マネジメント研究会

日程： 2018年 1月20日（土）１５：００−１８：００

 場所： 株式会社スマートビジョン本社 セミナー室

 研究会テーマ（暫定版）

 日本の人材マネジメントの課題を解決するためには、何を、どう始めますか？
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SHRMコンピテンシー研究会 新規会員募集中！

 役割分担：

 世話人：石川 洋、JSHRM 執行役員

 SHRM SCP資格者を含む有志のナビゲータが進行役

 一般会員：約１０名前後

 開催頻度：毎月開催

 会場：(株）スマートビジョン 自由が丘本社

 今後の予定：

 2015年10月より：SHRMコンピテンシー研究会 会員募集開始

 2015年10月31日（土）JSHRMコンファレンスで活動報告

 2015年12月12日（土）: 第１回SHRMコンピテンシー研究会

毎月開催

 2017年 12月 9日（土）: 第23回SHRMコンピテンシー研究会

 2018年 １月13日（土）: 第24回SHRMコンピテンシー研究会

 時間は、15:00-18:00

 研究会サイト：http://shrmcompetency.lpfrontline.com
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